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 要  旨 
現在、インターネット上には多数のコミュニケーションシステムが存在する。メール、インス
タントメッセンジャー(IM) 、ブログ(Weblog)、ソーシャルネットワーキングサービス(SNS)など
はその例である。特に、コミュニケーションシステムとして最近注目を集めているのが、マイク
ロブログシステムである。マイクロブログシステムは短いメッセージを送信できるシステムで、
多くの人にリアルタイムに発信できる特徴をもつ。 
マイクロブログシステムは、ユーザが簡単に情報発信できる一方で、購読者が発信者に了解を
得ることなく発信者のメッセージを閲覧できるため、調査では「いろいろな人から見られている
ので本音を書きづらい」と言った意見も報告されている。また、海外と日本における SNS（ソー
シャルネットワーキングシステム）利用では、ユーザ毎の友達登録数が海外では平均 130人なの
に対して、日本では平均 10 人程度という違いがある。さらには日本では足跡機能が積極的に利
用されるなどの違いがある。このため、マイクロブログには、国や民族の違いを踏まえた機能が
必要である。 
そのため本論文では、Twitter などのマイクロブログシステムの機能を見直し、ユーザ関係を
密接にするような機能を盛り込んだユーザ関係強化型マイクロブログシステムを提案、実装した。
本システムでは、特定のユーザ間でマイクロブログのやり取りが増加するように配慮した。例え
ば、各マイクロブログにタグ付けをし、特定のテーマ興味を持つマイクロブログのタイムライン
表示を容易にし、またコミュニティ化をはかってユーザ関係の強化を図った。また、通常投稿さ
れたマイクロブログと、返信用に投稿されたマイクロブログそれぞれに対して、別々のタイムラ
インを設定し、議論が起こっても相手の通常投稿用のタイムラインを自身のマイクロブログで占
有させないようにした。その結果、特定のユーザしか興味を持たないようなことでも、気にせず
配信できるようになった。 
システムの有用性を確認するために、2010年 2月 2日から 2010年 3月 3日にかけて、11ユ
ーザにシステムを利用させた。実験を通して 64.3%ユーザがタグ機能を利用し、利用者間の会話
をさらに促進するなどユーザ関係の強化が図られていることを確認した。 
